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第162回 全学情報リテラシ科目の演習型学習を
支援するティーチングアシスタント研修 

• TA＝ティーチングアシスタント 

• 背景（全学情報リテラシ科目、関係者の人数、これまで
の研修、学内で配布されているTA研修資料、ほとんど
のTAは・・） 

• 科目に求められるTA像の検討 

• 新たな研修コース（TAの基本、これまでの研修、オンラ
インでコミュニケーションをとることができる、理想のTA

像を知る、理想のTA像に近づくために何をするか） 

• 感想や課題 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


ティーチングアシスタント 

• 文部科学省Webページより 
 

•TAの業務として、成績評価業務はNG 
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熊本大学の全学情報リテラシ科目   

• 情報を使いこなす能力を育成する科目 

– ８つの能力：基本操作スキル、コミュニケーション能力、情報
獲得、情報発信、プレゼンテーション、基本原理の理解、モ
ラル・法、危機管理  

• 前期＝情報基礎A（情報収集）、後期＝情報基礎B（情
報発信） 

• 学部1年生全員が受講する（必修科目） 
– 受講者約1800名、26クラス 

• 教員13名、TA：のべ73名（2013年度前期：37名採用） 
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これまでの研修 
• 情報基礎の業務とその流れを解説したページ 

– Moodleのコースとして作成 

• 理解できたかを測る 

– 小テスト「情報基礎TA業務に関する確認」 

– PASSの条件：・・・ 
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TA業務の流れを理解したか確
認する確認テスト 

TA業務の流れを示す 

細かな説明 

細かな説明 
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TA研修資料 

©2013 久保田真一郎 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 

ランチョンセミナー 
6 

•Kumamoto University Teaching Online 

= KU:TO 
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ほとんどのTAは・・ 
• 修士課程の学生を対象に教員が募集をかける 

• 一般的には、研究室に所属する学生をTAに勧誘する 

– 教員の専門の講義をサポート / TAの知識を把握している 

– すでにコミュニケーションが取れている 

• 情報基礎は・・・ 

– のべ73名も研究室で調達できない 

→修士課程全員に向け募集をかける（TAの知識は皆無） 
＃他の科目の募集スケジュールと合わない 

– 教員とTAと面識がない（第1回講義が初対面） 
→コミュニケーションをとるところから必要 
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求められるTA像の検討 

• これまでの問題点 

– 教員とTA、TAとTAのコミュニケーション不足 

• 教員は知っているがTAは知らないトラブル処理がある 

• あるTAは知っているが、あるTAは知らないトラブル処理がある 

– TAは教育職員でもあるという意識の不足 

• 遅刻する 

• チャイムが鳴ったら帰る 

– 積極的に学びの場として利用していない 
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TAの基本 
• TAの基本は「KU Teaching - TA ハンドブック編 -」 

TAは教員でもあり学生でもある 

• 理解できたかを測る 

– 小テスト「理解度テスト-TAの基本」 

– PASSの条件：10点/10点満点 
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これまでの研修 
• 情報基礎の業務とその流れを解説したページ 

• 理解できたかを測る 

– 小テスト「情報基礎TA業務に関する確認」 

– PASSの条件：10点/10点満点 

©2013 久保田真一郎 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 

ランチョンセミナー 
10 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


オンラインでコミュニケーションをとる 
• 学習支援のためには，教員とTA、TAとTAのコミュ
ニケーションが重要 

• コミュニケーションをとることを経験する 

→オンライン掲示板を利用した自己紹介と返信投稿 
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理想のTA像を知る 
• 基本的な職業能力の提示 

– 実は，提示する職業能力は，TA業務として適切と考えられる行動を
抽象化した概念（具体的な行動ではない） 
• 上司へ報告できる 

• 情報共有できる 

• 相談できる 

• 情報発信できる 

• 自己管理できる 

• 学習者に合わせてサポートできる 

• 学習コンテンツ「情報基礎TAを体験する」 
– 職業能力を使い，具体的にどのような場面でどのような行動をとるか
考える選択形式の学習教材 

– Moodleのレッスン機能を利用 
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学習コンテンツ「情報基礎TAを体験する」 
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学習コンテンツ「情報基礎TAを体験する」 
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戻る 
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理想のTA像に近づくために何をするか 

• ゴールステートメント 

–職業能力を身につけるために，TAとしてとるべき
行動を具体的に考え，TA業務の目標を設定する 

 

コースではこんな感じ 
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コースではこんな感じ 
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感想 

• TAの感想 
– 講義演習の一部を研修として行うとすぐに業務で活かせてよいのでは
ないか 
＜ 今回の研修内容が一般的な仕事の進め方などの新入社員研修のように
なった。TA採用者の知識を一定以上とするような仕組みも必要。直近で業務
に役に立つという意味では動機づけも楽？ 

– 教員という立場を考える良い機会になった 

– 教えるということを考える機会となった。「教えてはいけない」は驚いた
。 
＜ 「PC操作を学ぶ演習なので、TAが操作してはいけない。」という内容を学

習教材で学ぶ。さらに「テキストを読んで学習する能力を高めるためにも、テキ
ストに記述されていることを教えてはいけない。」など追加してはどうか。 
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取り組むべき課題 

• 積極的に学びの場として利用する仕掛け 

– 理解したことを使う/試す/応用する 

• 研修の評価 

• TA業務を通した学びの証拠作りができないか 

– ポートフォリオ 

• 学習コンテンツ「情報基礎TAを体験する」のGBS化 
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